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奈良市議会基本条例（案）[作業部会案]に対する各会派・無所属議員からの意見記入シート ver.2.0 

＜H24.8.24 現在（青文字は、Ｈ24.7.27委員会中の発言による補足・修正等）（赤文字は、Ｈ24.8.24までに変更した部分。今回新たな意見は含まない）＞   

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第１章 総則   

1-1 

目的 

Ａ案 

この条例は、地方自治の本旨に基

づき、二元代表制のもとでの議会

の役割を踏まえつつ、議会及び議

員の責務、活動原則その他の議会

に関する基本的事項を定めること

により、公平、公正で透明な議会

運営を図り、もって市民福祉の向

上及び公正で民主的な市政の発展

に寄与することを目的とする。 

基本的にはＡ案（一部変更） 
この条例は、地方自治の本旨に基
づき、二元代表制のもとでの議会
が担うべき行政監視及び政策立案
等の役割を踏まえつつ、議会及び
議員の責務、活動原則その他の議
会に関する基本的事項を定めるこ
とにより、公平、公正で透明な議
会運営を図り、もって市民福祉の
向上及び公正で民主的な市政の発
展に寄与することを目的とする。 

Ａ案で良い。 Ａ案に賛成 
 
議員の責務⇒議員の機能及び責
務 

Ａ案に賛成 特になし 異議はない 

1-2 

基本 

理念 

Ａ案 
議会は、市政における最高の意思
決定機関として、市民の意思を市
政に反映させるため、公平かつ適
正な議論を尽くし、地方自治の本
旨の実現を目指すものとする。 

Ａ案に同じ。 Ａ案で良い。 前項（目的）の中で重なる意味

合いがあるので、「基本理念」

は、削除出来るものと考える。 

 

Ａ案に賛成 特になし 異議はない 

1-3 

基本 

方針 

Ａ案 
議会は、(前条の)基本理念にのっ
とり、次の各号に掲げる基本方針
に基づいた議会活動を行うものと
する。 
(1) 市民に対して積極的な議会活
動の情報公開及び情報発信に努め
ること。 
(2) 市民が参画しやすい開かれた
議会運営に努めること。 
(3) 市民の意思を的確に把握し、
市政及び議会活動に反映させるよ
うに努めること。 
(4) 市長その他の執行機関（以下
「市長等」という。）の市政運営
について監視及び評価を行うこと
。 
(5) 積極的に政策立案又は政策提
言に取り組み、本市の政策を決定
すること。 
(6) 議会改革の推進に努めること
。 

基本的にはＡ案（一部変更） 
議会は、(前条の)基本理念にのっ
とり、次の各号に掲げる基本方針
に基づいた議会活動を行うものと
する。 
(1) 市民に対して積極的な議会活
動の情報公開及び情報発信に努め
ること。 
(2) 市民が参画しやすい開かれた
議会運営に努めること。 
(3) 市民の意思を的確に把握し、
市政及び議会活動に反映させるよ
うに努めること。 
(4) 市長その他の執行機関（以下
「市長等」という。）の市政運営
について監視及び評価を行うこと 
(5) 積極的に政策立案又は政策提
言に取り組むこと。 
（6）地方分権の進展に的確に対応
するため、議会改革の取り組みを
推進すること。 

Ａ案で良い。 Ａ案に賛成 
 

Ａ案に賛成 特になし 案文検討中 

（特に(6)について当然のことな

ので、明文化が必要だろうか） 

1-4 

最高

規範

性・

条例

の位

置付

け 

Ａ案 

この条例は、議会における最高規

範であり、議会に関する他の条例

等を制定し、又は改廃するときは、

この条例に定める事項との整合を

図らなければならない。 

Ａ案に同じ。 この条例は、議会における最高規

範であり、議会に関する他の条例

等を制定し、又は改廃するときは、

この条例に定める事項との整合を

図るものとする。 

この条例は、議会に関する他の

条例等を制定し、又は改廃する

ときは、この条例に定める事項

との整合を図らなければならな

い。 

 

この条例は、議会に関する基本的
な事を定める条例であり、議会に
関する他の条例等を制定し、又は
改廃するときは、この条例に定め
る事項との整合を図るものとす
る。 
（理由） 
「最高規範性」について、条例に
優劣があること自体間違いなう
えに、今後予想される、生駒市や
他市に見る自治基本条例が制定
されると複数の最高規範がある
ことになる。明らかに矛盾した条
例である。 

特になし 案文検討中 

（当然のことなので、明文化が必

要だろうか） 
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＜H24.8.24 現在（青文字は、Ｈ24.7.27委員会中の発言による補足・修正等）（赤文字は、Ｈ24.8.24までに変更した部分。今回新たな意見は含まない）＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第２章 議会及び議員の活動原則等  

2-1 

議会の

活動原

則 

Ａ案 

議会は、市民の代表機関であること

を十分認識するとともに、公正性、

透明性等を確保し、市民に開かれた

議会を目指す。 

２ 議会は、市民の多様な意見を的

確に把握し、市政に反映させるため

の運営に努める。 

３ 議会は、市民の関心を高め、分

かりやすい議会運営に努める。 

 

Ｂ案 

議会は、次に掲げる原則に基づき活

動しなければならない。 

(1) 公正性及び透明性を確保する

とともに、市民に開かれた議会であ

ること。 

(2) 議案提出権、市長提出議案に対

する修正動議の発議権等を議員が有

することを踏まえて議決権を行使

し、市政の運営に貢献すること。 

(3) 市民本位の立場から、市長等

(市長その他の執行機関をいう。以下

同じ。)により適正な市政運営が行わ

れているかを監視し、さまざまな政

策等が、適切に施行され、又は運用

されているか常に検証を怠りなく行

うこと。 

(4) 市民参加の機会の拡充を図り、

市民の多様な意見をもとに政策立

案、政策提言等の強化に努めること。 

(5) 議会運営は、市民に分かりやす

い視点、方法等で行うこと。 

Ｂ案に同じ。 

 
Ａ案で良い。 Ａ案を採用とする。 Ａ案 全体的にＢ案が具体的でよいと

考える。 

Ａの１ ～を目指す。目指すとい

う表現はあいまいに感じる。 

 

Ａ案賛成 

 「市民の関心を高め、分かりや

すい」→「市民がわかりやすい」 

2-2 

議員の

活動原

則 

Ａ案 

議員は，次に掲げる原則に基づき活

動するものとする。 

(1) 議員は、市政全般の課題及び市

民の多様な意思を的確に把握し、市

民の代表として市民全体の福祉の向

上を目指して活動するものとする。 

(2) 議員は、日常の調査及び研修活

動を通じて自らの資質の向上に努め

るものとする。 
(3) 議員は、議会活動について、市
民に対して説明する責務を有する。 
(4) 議員は、議会が討議の場である
こと及び合議制の機関であることを
十分認識し、積極的な議論を重んじ
なければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４項に関しては、今後の検討課

題とする。 

会派案 

Ａ案をベースにして内容簡素化 

議員は、次に掲げる原則に基づき

活動するものとする。 

(1)議員は、議会が討議の場である

こと及び合議制の機関であること

を十分認識し、積極的な議論を重

んじなければならない。 

(2)議員は、市民の多様な意思の把

握に努め、市民の代表として市民

全体の福祉の向上を目指して活動

するものとする。 

(3)議員は、自らの資質の向上に努

め、議会活動について市民に対し

て説明する責務を有する。 

Ａ案に賛成する。 Ａ案  文案検討中、平易な文、簡略な表

現に 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

2-3 

会派 

Ａ案 

議員は，議会活動を行うため,会派を

結成することができる。 

２ 会派は，理念，政策等を共有する

議員で構成する。 

３ 会派は，議会運営及び政策形成に

際し，会派間での合意形成に努める

ものとする。 

 

Ｂ案 

議員は、議会活動を行うため、会派

を結成することができる。 

(2) 会派は、基本的政策が一致する

議員で構成し、活動する。 

(3) 所属議員が３人以上の会派を交

渉団体とする。 

(4) 会派は、政策決定、政策立案、

政策提言等に関し、必要に応じて会

派間で調整を行い、合意形成に努め

るものとする。 

Ｂ案に同じ。 会派案 

Ａ案をベースに内容変更 

議員は、議会活動を行うため、会

派を結成することができる。 

２ 会派は、政策を中心とした同

一の理念を共有する議員で構成

し、相互に研鑽して活動する。 

Ｂ案を採用とする。 Ａ案 Ｂ案賛成 

Ｂ案の（２） 会派人数を具体的

に明記することは良いと考える。 

Ｂ案の（３） 会派の機能、役割

を明記することは良いと考える。 

 

Ａ案賛成  

ただし 「会派は，理念，政策等

を共有する議員で構成する。」部

分削除 

2-4 

2-5 

議決・

説明責

任 

Ａ案 

議会は、市の意思決定機関として議

決責任を深く認識するとともに、そ

の結果について、市民に対し説明す

る責務を有することを自覚するもの

とする。 

 

Ｂ案 

議会は，議案等を議決し，地方公共

団体としての意思又は政策を決定し

たときは，市民に対して説明する責

務を有する。 

検討中。 

Ｂ案に同じ 
削除 Ｂ案に賛成する。 Ａ案 

⇒（項目全体）削除する。 

 Ｂ案賛成 「責務を有する」必要

だろうか。 

⇒（項目全体）削除する。 

2-6 

議長の

責務 

Ａ案 
議長は、議会を代表し、公正で民主
的かつ効率的な議会運営に努めるも
のとする。 

 

Ｂ案 
議長は、議会を代表して中立公正な
職務遂行に努めるとともに、議会の
品位を保持し、民主的かつ効率的な
議会運営を行うものとする。 
２ 議長は、緊急かつ重要な案件が
発生した場合には、地方自治法（昭
和２２年法律第６７号。以下「法」
という。）第１０１条第２項の規定
に基づき、市長に対し、速やかに臨
時会の招集を請求する。 

検討中。 削除 削除する。 Ａ案 

⇒（項目全体）削除する。 

Ｂ案の２ 議長が臨時会の招集

請求することは、現行法令でも可

能であるので特に明記する必要

ないのではという意見と、現行で

も可能だが責務を明らかにして

おく意味で明記した方がよいと

いう意見があった。 

Ａ案賛成 

⇒（項目全体）削除する。 



4 

 

＜H24.8.24 現在（赤文字は、Ｈ24.8.24までに変更した部分。今回新たな意見は含まない）＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第３章 議会運営の原則   

3-1 

議会運

営の原

則 

Ａ案 
議会は、合議制の機関として、円滑
かつ効率的な議会運営に努めるもの
とする。 
２ 議会は、市民に開かれた議会運営
に努めるものとする。 
３ 議会は、議長又は副議長を選出す
るときは、その経過を明らかにする
ように努めるものとする。 
４ 議長は、中立公正な職務遂行に努
めるとともに、民主的かつ効率的な
議会運営を行うものとする。 
 
Ｂ案 
議会は、市の基本的な政策決定、市
長等の事務の執行の監視及び評価並
びに政策立案及び政策提言を行う機
能が十分発揮できるよう、円滑かつ
効率的な運営に努め、合議制の機関
である議会の役割を果たさなければ
ならない。 
2 議会は、一問一答方式による質問
の実施等、市民にわかりやすい運営
を行うものとする。 
3 議会運営委員会は、議会運営につ
いて協議し、調整するものとする。 
4 常任委員会及び特別委員会は、そ
れぞれの設置目的に応じた機能が十
分発揮されるよう運営されなければ
ならない。 
5 議会運営委員会及び常任委員会
は、議会の閉会中においても、各所
管に属する市の事務に関する調査を
積極的に行うよう努めるものとする 

Ｂ案に賛成 

・第２項を「議会は、一問一答方

式による質問ができるものとす

る。」に変更する。 

Ａ案 一問一答方式は今後の検討課題

として、大枠としてＡ案を採用

とする。 

Ｂ案にＡ案の３，４を加える 

Ａ案 

 

Ｂ案の２ 「一問一答方式」等具

体的な手法を明記することは良

いと考える。 

Ａ案 

Ａ案賛成 

3-2 

委員会 

Ａ案 
議会は、議案その他多様な政策等を
効率的かつ詳細に審査するため常任
委員会を設置し、新たに生じる行政
課題等に迅速かつ的確に対応するた
め特別委員会を設置する。 
２ 常任委員会は、市政の課題に対応
して機動的に開催し、その機能を十
分に発揮するよう運営しなければば
ならない。 
３ 特別委員会は、市政の課題に対応
してその事案の専門性、特殊性を考
慮し、その機能を十分に発揮するよ
う運営しなければならない。 
４ 常任委員会、特別委員会及び議会
運営委員会（以下「委員会」という。）
は、地方自治法（昭和２２年法律第
６７号。以下「法」という。）第１

Ａ案に賛成 

・第２項と第３項は、３－１に含

まれるので削除 

・第５項は、既に委員会条例第11

条及び22条で定められているので

削除 

・第4項を2項とし、3項に「委員会

等は、その審査に当たって市長等

の執行機関に資料等を請求できる

ものとする。」を追記 

（Ａ案・一部修正） 

 議会は、議案その他多様な政策

等を効率的かつ詳細に審査するた

め常任委員会を設置し、新たに生

じる行政課題等に迅速かつ的確に

対応するため特別委員会を設置す

る。 

２ 常任委員会は、市政の課題に

対応して機動的に開催し、その機

能を十分に発揮するよう運営しな

ければならない。（以下追加）又、

議会の閉会中においても、各所官

に属する市の事務に関する調査を

積極的に行うよう努めるものとす

る。 

３ 特別委員会は、市政の課題に

Ａ案を採用とする。 Ｂ案 

 

Ａ案の４ 専門的、政策的見識等

を反映させるべき。明記すべきと

考える。  

Ｂ案の４ 委員会を出前する発

想であると考える。良い試みであ

ると考える。 

Ａ案 

Ｂ案賛成  

ただし、３の文中～資料等を積極

的に公表しながら、市民に対し分

かりやすい議論を行うよう努め

なければならない。→ もう少し

すっきり出来ないだろうか 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

０９条から第１１０条までの規定に
よる公聴会制度及び参考人制度を十
分に活用して、専門的又は政策的識
見等を議会の討議に反映させるよう
努めるものとする。 
５ 委員長は、中立公正な職務遂行に
努めるとともに、民主的かつ効率的
な委員会運営を行うものとする。 
 
Ｂ案 
常任委員会は、市政の課題に対応し
て機動的に開催し、その機能を十分
に発揮するよう運営しなければなら
ない。 
２ 特別委員会は、市政の課題に対
応して特に必要がある場合に柔軟に
設置し、その機能を十分に発揮する
よう運営しなければならない。 
３ 委員会（常任委員会、議会運営
委員会及び特別委員会をいう。以下
同じ。）は、その審査に当たって、
資料等を積極的に公表しながら、市
民に対し分かりやすい議論を行うよ
う努めなければならない。 
４ 委員会は、地域住民に関係が深
く、かつ、関心の高い事案について
審査又は調査しようとする場合にお
いて、必要があると認めるときは、
当該地域において委員会を開催する
ことができる。 

対応してその事業の専門性、特殊

性を考慮し、その機能を十分に発

揮するよう運営しなければならな

い。 

４ 常任委員会、特別委員会及び

議会運営委員会（以下「委員会」

という。）は、地方自治法（昭和

22年法律第67号。以下「法」とい

う。）第109 条から第110 条まで

の規定による公聴会制度及び参考

人制度を十分に活用して、専門的

又は政策的識見等を議会の討議に

反映させるよう努めるものとす

る。 

５ 委員長は、中立公正な職務遂

行に努めるとともに、民主的かつ

効率的な委員会運営を行うものと

する。 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第４章 市民と議会の関係  

4-1 

委員会

等の公

開等 

Ａ案 

議会は、開かれた議会に資するため、

委員会等を原則として公開する。 

２ 議会は、傍聴者に対して議案の

審議又は審査に用いる資料等の提供

に 努めるものとする。 

Ａ案に賛成 4－1 委員会の公開等  

→ 「情報公開」に修正 

（4－4と統合） 

（4－4 Ａ案） 

 議会は、その透明性を高めると

ともに市民に対する説明責任を果

たすため、市民への議会の活動に

関する情報を積極的に公開するも

のとする。 

２ 議会は、本会議、委員会等を

原則として公開する。 

（Ａ案 ２） 

３ 議会は、傍聴者に対して議案

の審議又は審査に用いる資料等の

提供に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 Ａ案 原案（Ａ案） 傍聴者に対して→傍聴者に対し

ても 

4-2 

広報広

聴機能 

Ａ案 

議会は、多様な広報手段を活用する

ことにより、多くの市民が議会と市

政に関心を持つよう広報活動に努め

るものとする。 

 

Ｂ案 

議会は、議会及び市政に対する市民

の関心を高めるよう広報広聴機能の

充実に努めるものとする。 

２ 広報広聴機能を効果的に発揮す

るため、議会に広報広聴員会を置く。 

Ｂ案に賛成 Ａ案 

 

Ｂ案に賛成 Ａ案 Ｂ案 Ａ案賛成 「多様な広報手段を活

用することにより」部分の削除、 

4-3 

市民参

画及び

市民と

の連携 

Ａ案 

議会は、市民の意思を議会活動に反

映することができるよう、市民の議

会活動に参画する機会の確保に努め

るものとする。 

２ 議会は、市長等の事務の執行の

監視及び評価並びに政策立案及び政

策 提言の過程において、広く議会

外の意見を聴取する参考人、広聴会

等の制度の活用、専門的知見の活用

に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 

・第２項は、３－２のＡ案第４項

に含まれるので、削除 

4－3 市民参画及び市民との連携 

→ 「市民参加」に修正 

（Ａ案・一部修正） 

 議会は、市民の意思を議会活動

に反映することができるよう、市

民の議会活動に参画する機会の確

保に努めるものとする。 

（以下削除） 

２ 議会は、市長等の事務の執行

の監視及び評価並びに政策立案及

び政策提言の過程において、広く

議会外の意見を聴取する参考人、

公聴会等の制度の活用、専門的知

見の活用に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 議会は、市民の意思を議会に反映
する事ができるよう、市民の意思
の掌握に努めるものとする。 
（理由） 
①極端な市民の参画は間接民主
主義の崩壊につながる。 

②外国人や市内に住んでもいな
い活動家らによって議会が干渉
を受け、選挙を通して代表者を選
んだ住民の意思がないがしろに
される危険性がある。 

原案（Ａ案） 賛成 

4-4 

情報公

開 

Ａ案 

議会は、その透明性を高めるととも

に市民に対する説明責任を果すため

、市民への議会の活動に関する情報

を積極的に公開するものとする。 

２ 議会は、本会議、委員会等を原

則として公開する。 

４－１へ集約するので、削除 （4－1と統合） 

 

Ａ案に賛成 Ａ案に透明性を確保するために

「全員協議会」も含める 

２ 議会は、本会議、委員会 「全

員協議会」等を原則として公開す

る。 

原案（Ａ案） 賛成 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

4-5 

請願と

陳情 

Ａ案 

議会は、請願及び陳情を市民による

政策提案と位置付けるとともに、そ

の審議においては、これらの提案者

の求めに応じて、又は議会自ら、提

案者の説明や意見陳述を行う場を設

けることができる。 

Ａ案に賛成 

・第２項として、会議規則等との

整合性を図るため「請願及び陳情

の取り扱いについては、別に定め

る。」を追記 

（Ａ案） 

 議会は、請願及び陳情を市民に

よる政策提言と位置付けるととも

に、その審議においては、これら

の提案者の求めに応じて、又は議

会自ら、提案者の説明や意見陳述

を行う場を設けることができ

る。・・・※検討議題 

Ａ案に賛成 間接民主主義の崩壊に繋がるの

で削除。 

（請願と陳情は現状の取り扱い

でよい） 

検討中 

（請願と陳情を同じ扱いにする

ことは再考する必要があると考

える） 

賛成 

4-6 

説明責

任等 

Ａ案 

議会は、議案等を議決し、地方公共

団体としての意思又は政策を決定し

たときは、市民に対して説明する責

務を有する。 

２－４・５に含まれるので、削除 削除 Ａ案に賛成  原案（Ａ案） 賛成 「責務を有する」部分不要 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第５章 議会と市長等との関係 

5-1 

市長等

との関

係の活

動原則 

Ａ案 

議会は、二元代表制のもと、市長と

常に緊張ある関係を構築し、事務の

執行の監視及び評価を行うとともに

、政策立案、政策提言等を通じて、

市長とともに、市政の発展に努めな

ければならない。 

 

Ｂ案 

議会審議における市長等と議会との

関係は、次に掲げるところにより、

緊張関係の保持に努めなければなら

ない。 

（1）本会議及び委員会における審議

、審査等は、論点及び争点を明確に

して行うものとする。 

（2）市長等及びその補助職員は、議

長又は委員長の許可を得て、議員の

質問又は質疑に対して反問すること

ができる。 

（3）議会は、市長が提案する政策、

予算、決算等については、市長に対

し、必要な情報を明らかにするよう

求めるものとする。 

（4）議会は、本会議及び委員会にお

ける議員の要望等への対応状況につ

いて、市長に報告を求めるものとす

る。 

※【５－２ 一問一答方式】と一部

重複する内容 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案が重複する内容であるが具

体的に規定しておりますので、

賛成です 

Ａ案 

 

Ａ案 Ａ案賛成 「二元代表制のもと」

をもっと平易な表現 ex「ともに

市民から直接選ばれる立場から」

などに出来ないか。 

5-2 

一問一

答方式

等 

Ａ案 

議会の会議における質疑等は、市政

上の論点及び争点を明確にするた

め、対面による一問一答の方式で行

うことができる。 

 

Ｂ案 

本会議における質疑及び質問は、一

括質問一括答弁の方式又は一問一答

の方式によるものとし、論点及び争

点を明確にして行うものとする。 

 

市長等及びその補助機関である職員

は、議長又は委員長の許可を得て、

議員の質疑又は質問に対して、その

発言の趣旨の確認等のため質問する

ことができる。 

※【５－１ 市長等との関係の活動

原則】と一部重複する内容 

 

３－２の第２項に集約されるので

、削除 
（Ａ案） 

 議会の会議における質疑等は、

市政上の論点及び争点を明確にす

るため、対面による一問一答の方

式で行うことができる。・・・※

検討課題 

Ｂ案の 一問一答の方式⇒対面

による一問一答 に変える 

Ａ案 

 

検討中 Ａ案賛成 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

5-3 

政策等

の監視

及び評

価 

 Ａ案 

議会は、市長等が提案する基本的な
政策等に対し、必要に応じてその形
成過程の説明を求めるものとする。 
 議会は、市長等の事務の執行が適正
に、かつ、公平性及び効率性をもっ
て行われているか監視し、必要があ
ると認めるときは、適切な措置を講
ずるよう促すものとする。 
２ 議会は、市長等の事務の執行の効
果及び成果について評価し、必要が
あると認めるときは、適切な措置を
講ずるよう促すものとする。 

 

Ｂ案 

議会は、市長が提案する重要な政策、

計画、施策、事業等（以下「重要な

政策等」という。）について、次の

各号に掲げる事項の説明を求めるも

のとする。 

（1）重要な政策等を必要とする背景 

（2）検討した他の政策案等との比較

検討 

（3）重要な政策等の形成過程におけ

る市民の意見公募等 の実施状況 

（4）総合計画における根拠又は位置

付け 

（5) 関係法令及び条例等 

（6）財源措置 

（7）将来にわたる効果及び費用 

（8）前各号に掲げる事項のほか、議

長が必要と認める事項 

２ 議会は、重要な政策等の提案を受

けたときは、立案及び執行における

論点及び争点を明らかにするととも

に、執行後における重要な政策等の

評価に資する審議に努めるものとす

る 

議会は、市長等の事務の執行が公

平・適正に、また、効率的かつ効果

的に行われているか監視し、必要が

あると認めるときは、適切な措置を

講ずるよう促すものとする。 

２ 議会は、市長等の事務の執行の

効果及び成果について評価し、必要

があると認めるときは、適切な措置

を講ずるよう促すものとする。 

Ａ案とＢ案を集約する。 

議会は、市長等が提案する基本

的な政策等に対し、必要に応じて

その形成過程の説明を求めるもの

とする。 

 

２ 議会は、重要な政策等の提案を

受けたときは、立案及び執行にお

ける論点及び争点を明らかにする

とともに、執行後における重要な

政策等の評価に資する審議に努め

るものとする 

 

Ａ案 Ｂ案に賛成 Ａ案 

 

Ａ案 Ａ案賛成 

5-4 

重要な
政策等
の説明
及び審
議 

Ａ案 
市長等は、提案する重要な政策等に
ついて、審議を通じて政策水準の一
層の向上を図るため、次に掲げる事
項に関する必要な情報を明らかにし
なければならない。 

検討中 会派案 

（5－3 Ｂ案の前半部分） 

 議会は、市長が提案する重要な

政策、計画、施策、事業等（以下

「重要な政策等」という。）につ

Ｂ案に賛成  Ａ案を修正 

（修正点） 

①第１項の 「次に掲げる事項に

関する」 を削除  

②第１項の （１）から（５）を

削除 

Ａ案賛成 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

(1) 重要な政策等を必要とする背景 
(2) 検討した他の政策案等との比較
検討 
(3) 総合計画における根拠又は位置
付け 
(4) 関係法令及び条例等 
(5) 財源措置 
２ 議会は、市長等が前項の規定に反
する場合は、必要な情報を明らかに
するよう求めることができる。 
３ 議会は、重要な政策等の提案を受
けたときは、立案及び執行における
論点及び争点を明らかにするととも
に、執行後における政策評価の視点
も踏まえた審議をするものとする。 
 
Ｂ案 
市長等は、市長等が提案する重要な
政策、計画、施策、事業等（以下「重
要な政策等」という。）について、
次の各号に掲げる事項の説明に努め
るものとする。 
(1) 重要な政策等を必要とする背景 
(2) 検討した他の政策案等との比較
検討 
(3) 重要な政策等の形成過程におけ
る市民の意見公募等の実施状況 
(4) 総合計画における根拠又は位置
付け 
(5) 関係法令及び条例等 
(6) 財源措置 
(7) 将来にわたる効果及び費用 
 

２ 議会は、重要な政策等の提案を受
けたときは、立案及び執行における
論点及び争点を明らかにするととも
に、執行後における評価に資する審
議に努めるものとする 
 

市長は、市長等が各行政分野におけ
る基本的な計画の策定、変更等をす
るために計画の概要を公表し、広く
市民から意見等を募集するときは、
あらかじめ、その理由及び概要を議
会又は所管の委員会に対して説明す
るものとする。 

いて、次の各号に掲げる事項の説

明を求めるものとする。 

(1)重要な政策等を必要とする背

景 

(2)検討した他の政策案等との比

較検討 

(3)重要な政策等の形成過程にお

ける市民の意見公募等の実施状況 

(4)総合計画における根拠又は位

置付け 

(5)関係法令及び条例等 

(6)財源措置 

(7)将来にわたる効果及び費用 

(8)前各号に掲げる事項のほか、議

長が必要と認める事項 

２ 議会は、重要な政策等の提案

を受けたときは、立案及び執行に

おける論点及び争点を明らかにす

るとともに、執行後における重要

な政策等の評価に資する審議に努

めるものとする。 

③第２項、第３項を削除 

 

（条文案） 

市長等は、提案する重要な政策

等について、審議を通じて政策

水準の一層の向上を図るため、

必要な情報を明らかにしなけれ

ばならない。 

5-5 

予算・

決算に

おける

審議の

説明 

Ａ案 
議会は、市長が予算又は決算を議会
に提出し、議会の審議に付すに当た
っては、分かりやすい施策別又は事
業別の説明資料の作成を求めるもの
とする。 
 
Ｂ案 
市長は、予算又は決算を議会に提出
し、議会の審議に付すに当たっては、
分かりやすい施策別又は事業別の説
明資料の作成に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案に賛成  Ａ案 Ｂ案賛成 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

5-6 

法第96

条第2

項の議

決事件 

Ａ案 

議会は，意思決定機関としての機能

を十分に発揮するため，議会の議決

すべき事件を別に定めるものとする

。 

 

Ｂ案 

法第９６条第２項の規定による議会

の議決すべき事件は、議会の監視機

能上の必要性と市長等の政策執行上

の必要性とを比較考量し、別に条例

で定めるものとする。 

Ｂ案に賛成 B案 Ｂ案に賛成  Ａ案 Ａ案賛成 

5-7 

政策立

案等※ 

Ａ案 

議会は、市民の福祉向上のため、積

極的な政策立案及び政策提言に努め

るものとするともに、執行後におけ

る政策評価の視点も踏まえた審議を

するものとする。 

 

Ｂ案 

議会は、条例の制定、議案の修正、

決議等を通じて、市長等に対し、積

極的に政策立案及び政策提言を行う

ものとする。 

６－３に集約されるので、削除 （岡崎市案） 

 議会は、市民の福祉向上のため、

積極的な政策立案及び政策提言に

努めるものとする。 

Ｂ案に賛成  Ｂ案 Ｂ案賛成 

 

 

5-8 

議員の

文書に

よる質

問 

Ａ案 

議員は、閉会中に議長と協議の上、

市長等に対し、別に定める様式によ

り文書で質問を行い、文書による回

答を求めることができる。  

２ 市長等は、前項の規定による質問

を受けたときは、速やかに回答しな

ければならない。  

３ 前２項の文書による質問及び回

答は、全議員に通知するとともに、

市民に公表するものとする。 

検討中 削除 Ａ案に賛成 

 

 検討中 賛成 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第６章 議会の機能強化  

6-1 

議員研

修 

Ａ案 
議会は、この条例の理念を議
員間で共有するため、議員の
任期開始後、速やかにこの条
例等に関する研修を行うもの
とする。 
2 議会は、議員の政策立案及
び政策提案の能力向上のため
、研修の充実強化を図るもの
とする。 
 
Ｂ案 
議会は、議員の政策形成、政策立案
等に係る能力の向上を図るため、議
員研修の充実強化に努めるものとす
る。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案 Ｂ案賛成 

6-2 

議員相

互の討

議の推

進 

Ａ案 
議員は、議会の機能を発揮するため、
委員会等において、積極的な議員間
の討議に努めるものとする。 
２ 議員は、議員間における討議を通
じて合意形成を図り、政策立案、政
策提言等に積極的に取り組むものと
する。 
 
Ｂ案 
議会は、議員間討議が積極的
に行われるよう会議を運営す
るものとする。 

Ａ案に賛成 （会派案） 

議会は、必要に応じて議員相互の

討議が行われるよう、会議の運営

に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 Ｂ案 Ｂ案 Ｂ案賛成 

6-3 

政策立

案及び

政策提

言 

Ａ案 
議会は、市長等の事務の執行
の監視及び評価並びに政策立
案及び政策提言に関する議会
の機能を強化するものとする 
 
Ｂ案 
議会は、市政に関する重要な政策及
び課題に対して、共通認識及び合意
形成を図り、もって政策立案及び政
策提案を推進するため、政策討論会
を開催することができる。 

Ａ案に賛成 6－3 政策立案及び政策提言 → 

「議会の機能強化」に変更 

内容は、Ａ案 

Ｂ案に賛成 

 

Ａ案 Ｂ案で修正 

（修正点） 

議会は、市政に関する重要な政策

及び課題に対して、共通認識及

び合意形成を図り、もって政策

立案及び政策提案を推進するた

め、政策討論会を開催すること

ができる。 

Ａ案賛成 

6-4 

調査研

究機関

の設置 

Ａ案 

議会は、議案の審査又は市長

等の事務に関する調査を行う

ため、学識経験を有する者等

に対し、必要な専門的事項に

関する調査を行わせることが

できる。 

 

Ｂ案 

議会は、法第１００条の２の規定に

よる専門的事項に係る調査に当たり

、学識経験を有する者の積極的な活

用に努めるものとする。 

Ｂ案に賛成 

条項の表題を「専門的事項に係る

調査」に変更 

6－4 調査研究機関の設置 → 

「審査・調査活動」に修正 

（11－3と統合） 

（11－3 Ａ案） 

 議会は、議会がもつ調査権に基

づき、市政の課題に関し必要に応

じて調査活動を行うものとする。 

（Ａ案） 

２（追加） 議会は、議案の審査

又は市長等の事務に関する調査を

行うため、学識経験を有する者等

に対し、必要な専門的事項に関す

る調査を行わせることができる。 

Ｂ案に賛成 

 

Ａ案 Ｂ案 Ａ案賛成 
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項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

6-5 

予算の

確保 

Ａ案 

議会は、議事機関としての機能を確

保するとともに、より円滑な議会運

営を実現するため、必要な予算の確

保に努めるものとする。 

 

Ｂ案 

市長は、二元代表制の趣旨を

踏まえ、議会が、議事機関と

しての機能を確保するととも

に、より円滑な議会運営を実

現し、かつ政務調査機能の充

実を図るために必要な予算の

確保に努めるものとする。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案に賛成 

 

Ａ案 Ａ案 Ａ案賛成 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第７章 議会改革の推進  

7-1 

議会改

革の継

続的な

取り組 

み 

Ａ案 
議会は、社会経済情勢等の変化によ
り新たに生ずる市政の課題に適切か
つ迅速に対応するため、継続的な議
会改革に取り組むものとする。 
２ 議会は、市民に分かりやすい議会
運営を行うため、議会の会議に関す
る規則、委員会に関する条例、議会
内での申し合わせ事項等を継続的に
見直すものとする。 
 
Ｂ案 
議会は、この条例の施行後、常に市
民の意見、社会情勢の変化等を勘案
して、必要があると認めるときは、
この条例の規定について検討を加え
、その結果に基づいて所要の措置を
講ずるものとする。 
２ 議会が、この条例を改正しようと
するときは、常に本会議において改
正の理由を説明しなければならない
。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案に賛成 Ａ案 

 

Ａ案 Ａ案賛成 

7-2 

検討会

の設置 

Ａ案 

議会は、議会改革に継続的に取り組

むため、議員で構成する議会制度検

討会を設置する。 

２ 前項に定めるもののほか、議会

は、議案の審査、議会の運営又は市

政  の課題に関する協議、調整若

しくは調査のために必要があるとき

は、議決により、議員で構成する検

討会を設置することができる。 

３ 第1項の議会制度検討会及び前

項の検討会に関し必要な事項は、議

長が 別に定める。 

Ａ案に賛成 

・「検討会」を「検討特別委員会」

へと変更する 

・第２、３項は削除 

（Ａ案・一部修正） 

 議会は、議会改革に継続的に取

り組むため、議員で構成する議会

制度検討会を設置する。 

（以下削除） 

２ 前項に定めるもののほか、議

会は、議案の審査、議会の運営又

は市政の課題に関する協議、調整

若しくは調査のために必要がある

ときは、議決により、議員で構成

する検討会を設置することができ

る。 

３ 第 1 項の議会制度検討会及び

前項の検討会に関し必要な事項

は、議長が定める。 

Ａ案に賛成 議会運営委員会で権能強化で済

むのでは？今後は特に必要無い

と思われる。 

原案（Ａ案）  

7-3 

交流及

び連携

の推進 

Ａ案 

議会は、分権時代にふさわしい議会

の在り方についての調査研究等を行

うため、他の自治体の議会との交流

及び連携を推進するものとする。 

Ａ案に賛成 

・「他の自治体の議会との」を「

他の自治体の議会及び学術機関と

の」へと変更する 

削除 Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 「分権時代にふさわしい議会の

在り方についての調査研究等を

行うため、」不要ではないか 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第８章 議員の政治倫理条例   

8-1 

議員の

政治倫

理条例 

Ａ案 

議員は、市政が市民の厳粛な信託に

よるものであることを認識し、その

信託にこたえるため、政治倫理の向

上と確立に努めなければならない。 

2 議員の政治倫理に関しては、別に

条例で定めるところによる。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 原案賛成 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第９章 議会及び議会事務局の体制整備 

9-1 

議員政

策研究

会及び

議会活 

性化会 

Ａ案 

議会の政策形成機能を充実さ

せるため、別に定めるところ

により、議会に議員政策研究

会を置く。 

2議会の改革に継続的に取り

組むとともに、この条例の趣

旨に基づく議会運営等を確保

するため、別に定めるところ

により、議会に議会活性化推

進会議を置く。 

3議会は、議員政策研究会及び

議会活性化推進会議の充実強

化を図るものとする。 

検討中 削除 Ａ案に賛成 Ａ案 削除  

（第６章の第３条項に集約すべ

き） 

 

9-2 

議会事

務局の

体制整

備 

Ａ案 

議会は、議会の政策立案能力

を向上させ、議会活動を円滑

かつ効率的に行うため、議会

事務局の調査及び政策法務の

機能の充実を図るものとする

。 

 

Ｂ案 

議長は、議員の政策立案を補助する

組織として、議会事務局の調査及び

法務に関する機能の充実強化を図る

よう努める。 

Ｂ案に賛成 Ａ案 Ｂ案に賛成 Ａ案 Ａ案 Ａ案賛成 

9-3 

議会図

書室 

Ａ案 

議会は、議員の調査研究に資

するために設置する議会図書

室を適正に管理し、運営する

とともに、その図書、資料等

の充実に努めるものとする。 

 

Ｂ案 

議会は、議員の調査研究に資するた

め、議会図書室の図書等の充実に努

め、その有効活用を図るものとする。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ａ案に賛成 Ａ案 Ｂ案 Ｂ案賛成 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第10章 議員の定数及び議員報酬 

10-1 

議員の

定数 

 

Ａ案 

議員の定数は、効率的かつ能率的な

議会運営の視点からだけでなく、市

民の代表である議会が、市民の意思

を市政へ十分に反映させることが可

能となるように定められなければな

らない。  

２ 議会は、議員の定数の改定に当た

っては、市民の意見の聴取及び反映

に努めなければならない。 

３ 議員の定数は、別に条例の定める

ところによる。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ａ案に賛成 Ａ案 原案（Ａ案） 原則賛成 文案検討中 

10-2 

議員報

酬 

Ａ案 

議員報酬は、社会経済情勢、本市の

財政状況、類似する他市の議員報酬

等を勘案し、議員の活動状況を反映

することを主眼に定められなければ

ならない。  

２ 議員報酬は、別に条例の定めると

ころによる。 

Ａ案に賛成 （会派案） 

議員報酬は、報酬審議会等での議

論をふまえ、別に条例の定めると

ころによる。 

 

Ａ案に賛成 議員報酬は、社会経済情勢、本

市の財政状況等を勘案し、市民

の意見を聴取した上で定めるも

のとする。  

２ 議員報酬は、別に条例の定め

るところによる。 

原案（Ａ案） 原則賛成ながら「議員の活動状況

を反映することを主眼に」部分の

文案検討中 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第11章 政務調査 

11-1 

所管事

務調査 

Ａ案 

常任委員会は、閉会中においても所

管事務調査を実施し、行政監視を行

うとともに積極的に政策立案、政策

提言等を行うものとする。 

３－１Ｂ案に集約されるので削除 削除 Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 原案賛成 

11-2 

政務調

査費 

Ａ案 

会派及び議員は、政務調査費を有効

に活用し、市政に関する調査研究を

積極的に行うものとする。 

２ 会派及び議員は、政務調査費を

適正に執行し、市民に対して使途の

説明責任を負うものとする。 

３ 議会は、政務調査費の収支報告

書を公表すること等により、政務調

査費の透明性の向上に努める。 

４ 前３項に定めるもののほか、政

務調査費に関しては、別に条例の定

めるところによる。 

 

Ｂ案 

会派及び議員は、政務調査費を有効

に活用し、積極的に市政に関する調

査研究を行わなければならない。 

2 政務調査費の交付に関しては、別

に条例の定めるところによる。 

Ａ案に賛成 Ａ案 Ａ案に賛成 Ｂ案 

（理由）すでに、政務調査費の交

付に関しては別途の条例により

定められているので、この条項に

おいては詳細に表記する必要は

無い。 

Ｂ案 Ｂ案賛成 

11-3 

審査・

調査活

動 

Ａ案 

議会は、議会が持つ調査権に基づき、

市政の課題に関し必要に応じて調査

活動を行うものとする。 

削除 （6－4と統合） 

 

Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 原案賛成 
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＜H24.8.24 現在＞ 

項目 作業部会素案 公明党 日本共産党 民主党 政翔会 政友会 無所属（松石委員） 

第12章 総則   

12-1 

条例の

見直し 

Ａ案 

議会は、常に市民の意思、社会情勢

の変化等を勘案し、必要があると認

めるときは、この条例の規定につい

て検討を加え、その結果に基づき所

要の措置を講ずるものとする。 

「議会は、この条例案が達成されて

いるかどうかについて、常に検証し

必要に応じて議会に関する条例等

の見直しを行いその結果に基づき

所要の措置を講ずるものとする」と

いう文章に変更 

Ａ案 Ａ案に賛成 議会は、必要があると認めるとき

は、この条例の規定について検討

を加え、その結果に基づき所要の

措置を講ずるものとする。 

原案（Ａ案） 異議はない 

12-2 

他の条

例との

関係 

Ａ案 

この条例は、議会に関する基本的事

項を定める条例であり、議会に関す

る他の条例等を制定し、又は改廃す

る場合においては、この条例との整

合を図るものとする。 

１－４最高規範性に集約されるの

で、削除 
削除 Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 原案賛成 

 

12-3 

議会及

び議員

の責務 

Ａ案 

議会及び議員は、この条例及び議会

に関する他の条例、規則等を遵守し

て議会を運営し、市民の厳粛な信託

にこたえなければならない。 

２ 議会は、議員にこの条例の理念

を浸透させるため、一般選挙を経た

任期開始後速やかに、研修を行わな

ければならない。 

Ａ案に賛成 

・「厳粛な信託」を「負託」へと

変更 

削除 Ａ案に賛成 Ａ案 

議会及び議員は、この条例及

び議会に関する他の条例、規則等

を遵守して議会を運営し、市民の

厳粛な信託にこたえなければなら

ない。 

２ 議会は、議員にこの条例の理

念を浸透させるため、一般選挙を

経た任期開始後速やかに、研修を

行わなければならない。 

原案（Ａ案） 「研修を行わなければならない」

→「研修を行う」 

12-4 

委任 

Ａ案 

この条例に定めるもののほか、この

条例の施行に関し必要な事項は、議

会が定める。 

委任されることがなければ削除 削除 Ａ案に賛成 Ａ案 

 

原案（Ａ案） 異議なし 

 

 

 


